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＜あらまし＞本実践では，減災型地域社会に役立つ専門知識・技能をそろえた人材を育成するための

大学間連携共同教育推進事業「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」において，「教育の質保証」，

「学習の振り返り」，「就職活動での利用」の３つの目的をもつ e ポートフォリオを開発した．開発で

は，オープンソースシステム（ ）の （ ）である と ポート

フォリオシステムである を導入し，複数の大学で と ポートフォリオを運用するための仕

組みを構築した．
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１．はじめに

近年の日本では東日本大震災をはじめ，多くの

自然災害が発生している．その自然災害に対して，

堤防のかさ上げ工事などのハード面のみの対策

だけでなく，住民の避難など災害にいかに対処す

るかといったソフト面における対策が必要とさ

れている．そこで，熊本大学，熊本県立大学，熊

本学園大学，熊本保健科学大学は，減災型地域社

会を実現するためのリーダーを養成するための

プログラムを大学間連携共同教育推進事業とし

て実施している．リーダーの認定を希望する学生

は 4 大学共通の必修科目である「減災リテラシー

入門」（2 単位）で減災に関する基礎的な知識・

技能を身につけ，その後，各大学が提供する選択

必修科目（6 単位）を履修する．必修科目と選択

必修科目を履修し，e ポートフォリオを提出する

ことで「減災型地域社会リーダー」として認定さ

れる． 
本事業では，既に高橋ほか（2014）で，「能動

的な学習：減災に関する最新動向を調査するなど，

自らの知識や技能を向上させ続けることができ

る」や「コミュニケーション：地域の人々の話を

傾聴し，対話することができる」など，減災型地

域社会リーダーとして必要とされるコンピテン

シーを先行研究調査および専門家に対するヒア

リングをもとに作成している．この 17 のコンピ

テンシー（高橋ほか 2014）を利用して，減災型

地域社会リーダーとして必要な知識・技能を身に

つけていることを保証する「教育の質保証」，学

習者が自らの知識・技能を振りかえるための「学

習の振り返り」，そして就職活動時に自らの知

識・技能を証明する「就職活動時の利用」として

の３つの目的をもつ e ポートフォリオの計画・開

発を行った． 
２． ポートフォリオの目的

．教育の質保証

選択必修科目は複数の大学が提供するため，最

終的に減災型地域社会リーダーとして認定され

る学生の質を保証することが難しい．そこで「減

災型地域社会リーダー」に必要とされる 17 のコ

ンピテンシーに対応した学習者の知識・技能を e
ポートフォリオに記述させることで，減災型地域
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社会リーダーの質を保証する．

．学習の振り返り

対象科目を履修するごとに，e ポートフォリオ

の評価表に記入することで，自らに不足している

知識・技能を自覚させる．

．就職活動での利用

就職活動の際，企業に提出するエントリーシー

トに作成した eポートフォリオのURIを記載し，

減災型地域社会リーダーとして身につけた知

識・技能を証明することを可能とする． 
３． ポートフォリオの構成と開発

eポートフォリオは「減災型地域社会リーダー」

として必要とされる 17 のコンピテンシーに基づ

いて評価をする「評価表」（図１）と，自らの現

状と今後の行動目標を記入する「まとめ」（図２）

の２ブロックで構成される．学生は対象科目（必

修科目・選択必修科目）を履修するごとに，e ポ

ートフォリオの記入を行う．e ポートフォリオシ

ステムとして， OSSであるMaharaを導入した．

．評価表

e ポートフォリオの評価表では，講義などで提

出した課題，レポートなどを元に評価表で自己評

価を行うため，エビデンス（学習の証拠となる学

習成果物）を収集する必要がある．必修科目であ

る「減災リテラシー入門」の毎回の講義では，各

コンピテンシーに対応した課題を設定した．例え

ば，「熊本の災害：熊本で起こった自然災害およ

び派生した社会的災害の事例を説明できる」とい

うコンピテンシーに対して「地震・火山噴火のメ

カニズムについてまとめなさい．熊本で想定され

る地震・火山災害はどのようなものか．」という

課題を設定し，講義のはじめに学生に提示し，課

題への回答を出席カードに記載させて提出させ

た．出席カードは iMacros を用いて Moodle から

e ポートフォリオに収集した．評価表は宮崎

（2014）が開発したルーブリック作成プラグイ

ンを利用して作成した． 
．まとめ

まとめとして，「特に身に付いたと思われる知

識・技能」，「今後，どのような減災に関する知識・

技能を身につけたいのか」，「将来，このプログラ

ムで身につけた知識・技能をどのように活かすの

か」の 3 点を書かせる．学習者は評価表への記入

が終わるごとに，このまとめで自らの現状と今後

の行動目標を記入する． 

４．今後の展望

開発した e ポートフォリオは試作段階であり，

来年度から本格的な運用となる．今後，携わった

各大学の教員や学生を対象としてヒアリング調

査・改善を行いたい． 
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図 ： ポートフォリオ（評価表部分）

図２： ポートフォリオ（まとめ部分）
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